
 

 

 千葉市屋外広告物条例施行規則の一部を改正する規則をここに公布す

る。 

  令和３年６月１８日 

千葉市長 神 谷 俊 一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

千葉市規則第３９号 

千葉市屋外広告物条例施行規則の一部を改正する規則 

 千葉市屋外広告物条例施行規則（平成４年千葉市規則第６６号）の一

部を次のように改正する。 

第４条に次の１項を加える。 

３ 幕張新都心中心地区広告物景観形成地区における条例第７条第４項

の基準は、別表第２の４（自動車、鉄道等車両（モノレール車両を除

く。）の広告にあっては別表第２の２、モノレール車両の広告にあっ

ては別表第２の３）のとおりとする。 

第５条中「別表第３」の次に「（幕張新都心中心地区広告物景観形成

地区にあっては別表第３の２）」を加える。 

別表第１広告物の種類の欄中「バス停留所」を「一般乗合旅客自動車

の停留所（以下「バス停留所」という。）」に改める。 

別表第２共通基準の項中「防げる」を「妨げる」に改め、同表建築物

等に表示し、又は掲出するものの項中「一般乗合旅客自動車の停留所

（以下「バス停留所」という。）」を「バス停留所」に改め、「２個」

の次に「。ただし、道路管理者が支障がないと認めたものについては、

この限りでない。」を加え、同表備考第７項中「第５条第２項」を「第

５条第３項」に改める。 

別表第２の３の次に次の１表を加える。 

別表第２の４ 

 ビジネスエリア 賑わい創出エリア 

共通基準 黒色又は高彩度色を使用したことによ

り、良好な景観若しくは風致を害し、

又は交通の安全を妨げるものでないこ

と。ただし、登録商標については、こ

の限りでない。  

蛍光塗料、発光塗料又は反射の著しい

材料等を使用したことにより、良好な

景観若しくは風致を害し、又は交通の



 

 

安全を妨げるものでないこと。 

信号機、道路標識に類似し、又はこれ

らの効用を妨げる等道路交通の安全の

確保に支障があるものでないこと。 

歩行者の通行に支障となるものでない

こと。 

広告物の照明は、点滅しないこと。 

自己の氏名、名

称、商標又は自

己の事業の内容

を表示するため

自己の住居、事

業所又は作業場

に表示する広告

物又はこれを掲

出する物件であ

る こ と 。 た だ

し、次に掲げる

も の に つ い て

は、この限りで

ない。 

（１）バス停留

所の上屋、

標識及び施

設に添加さ

れるもの 

（２）消火栓標

識利用広告 

 

 

 

自己の氏名、名

称、商標又は自己

の事業の内容を表

示するため自己の

住居、事業所又は

作業場に表示する

広告物又はこれを

掲出する物件であ

ること。ただし、

次に掲げるものに

ついては、この限

りでない。 

（１）幕張新都心

中心地区広告

物景観形成地

区内の住居、

事業所又は作

業場の氏名、

名称、商標若 

しくは事業の

内 容 を 表 示

し、又は同地

区内の住居、

事業所若しく

 



 

 

 は作業場へ案

内し、若しく

は誘導を行う

ための広告物

又はこれを掲

出する物件 

（２）映像により

表示する広告

物又はこれを

掲出する物件 

（３）バス停留所

の上屋、標識

及び施設に添

加されるもの 

（４）消火栓標識

利用広告 

建築物

等に表 

示し、

又は掲

出する

もの 

 

 

 

 

 

 

壁面に

表 示

し、又

は掲出

するも

の 

 

 

 

 

 

総表示面

積 

１壁面につき壁面面積の５分の１以下 

設置形態

等の制限 

 

 

 

 

 

 

 

窓面に表示し、

又は掲出する物

件を設置しては

ならない。ただ

し、周辺の景観

に調和したデザ

インを行うもの

については、こ

の限りでない。 

 

窓面に表示し、又

は掲出する物件を

設置してはならな

い。ただし、周辺

の景観に調和した

デザインを行い、

かつ、賑わいを演

出するものについ

ては、この限りで

ない。 

突出幅 壁面の端から突き出してはならない。 

壁面か 突出幅 事業所の敷地内で壁面から０．７５メ



 

 

ら突き

出すも

の 

ートル以下 

上端の高

さ 

歩行面から３．５メートル以下 

下端の高

さ 

歩行面から２．５メートル以上 

設置場所 １階又は高架の公共用歩廊等の歩行者

の通行がある階に限る。 

屋上に

表 示

し、又

は設置

するも

の 

１表示面

積 

ビジネスエリア

では、表示し、

又は掲出する物

件を設置するこ

とはできない。 

広告物等の向いて

いる方向からの壁

面の最大投影面積

の５分の１以下 

広告物等

の高さ 

軒の高さの３分の

２以下 

突出幅 壁面から突き出し

てはならない。 

バス停

留所の

上屋に

添加さ

れるも

の 

１表示面

積 

２平方メートル以下 

表示個数 上屋１基につき２個。ただし、道路管

理者が支障がないと認めたものについ

ては、この限りでない。 

建築物

等から

独立し

たもの 

小規模

広告物 

（１表

示面積

が２平

方メー

トル以

下のも

の） 

１表示面

積 

２平方メートル以下 

総表示面

積 

８平方メートル以下 

上端の高

さ 

７メートル以下 

突出幅 道路上に突き出してはならない。（バ

ス停留所の標識及び施設を利用するも

のを除く。） 



 

 

独立広

告 物

（１表

示面積

が２平

方メー

トルを

超える

もの） 

１表示面

積 

２０平方メート

ル以下 

３０平方メートル

以下 

総表示面

積 

８０平方メート

ル以下 

１２０平方メート

ル以下 

上端の高

さ 

８メートル以下 １５メートル以下 

突出幅及

び敷地境

界線から

の後退距

離 

敷地境界線から

１メートル以上

後退すること。

ただし、駐車場

及び駐輪場等を

案内し、又は誘

導するものを道

路上に突き出さ

ずに設置する場

合については、

こ の 限 り で な

い。 

道路上に突き出し

てはならない。 

広告物等

相互間距

離 

５メートル以上 

鉄道等と

の距離 

広告表示面の垂直方向２０メートル以

内に鉄道等がないこと。 

アーチ 

 

 

 

 

１表示面

積 

ビジネスエリア

では、表示し、

又は掲出する物

件を設置するこ

とはできない。 

１５平方メートル以

下 

総表示面

積 

 ３０平方メートル以

下 



 

 

設置形態

等の制限 

 国道及び県道には設

置しないこと。ただ

し、道路管理者が支

障がないと認めたも

のであって、表示内

容が公共的なもの又

は一時的に設けるも

のについては、この

限りでない。 

電柱

類を

利用

する

もの 

電柱袖付

広告 

設置の制

限 

幕張新都心中心地区広告物景観形成地

区では、表示し、又は掲出する物件を

設置することはできない。 

電柱塗装

又は巻立

広告 

設置の制

限 

幕張新都心中心地区広告物景観形成地

区では、表示し、又は掲出する物件を

設置することはできない。 

消火栓標

識利用広

告 

広告物の

大きさ 

１表示面積０．３２平方メートル以下 

突出幅 支柱から０．８メートル以下 

表示面の

数 

柱１本当たり２面以下 

表示個数 柱１本当たり１個 

アドバルーン 

 

 
 

気球の直

径 

ビジネスエリア

では、表示し、

又は掲出する物

件を設置するこ

とはできない。 

 

 

３メートル以下 

広告幕の

幅 

１．５メートル以下 

広告幕の

長さ 

１５メートル以下 

 

傾斜角度 地表面に対して４５

度以上 

立看板 上端の高 １．４５メートル以下 



 

 

 

 

さ  

幅及び奥

行き 

０．９メートル以下 

設置場所 事業所の敷地内に設置すること。 

のぼり 設置場所 事業所の敷地内に設置すること。 

備考 

１ 壁面面積には、開口部を含むものとする。 

２ 広告物又は広告物を掲出する物件が、円筒形、球形又はその 

表示面の数が５以上の場合及び広告物又は広告物を掲出する物件

が回転する場合は、その最大投影面積を１表示面積とみなす。 

３ 「建築物等に表示し、又は掲出するもの」における「突出幅」

とは、壁面から広告物又は広告物を掲出する物件の端までの距離

をいう。 

４ 「敷地」とは、隣接する土地との境界が、塀、垣、柵、くい 

等で示された建築物の敷地をいう。 

５ 屋根等に表示し、又は掲出するものは、屋上等に表示し、又 

は掲出するものとみなす。 

６ 煙突等の工作物に表示し、又は掲出するものにあっては、そ 

の側面を利用するものは建築物等の壁面利用とみなし、側面より

上方利用するものは屋上を利用するものとみなす。 

７ バス停留所の上屋に添加されるものにあっては、事業者の名 

称等管理上必要な表示及び旅客自動車運送事業運輸規則第５条第

３項の規定に基づく停留所の名称、運行系統、発車時刻等の表示

は、表示面積及び表示個数に算入しない。 

 別表第３共通基準の項中「防げる」を「妨げる」に改め、同表の次に 

次の１表を加える。 

 

 

 

 



 

 

別表第３の２ 

 ビジネスエリア 賑わい創出エリア 

共通基準 黒色又は高彩度色を使用したことに

より、良好な景観若しくは風致を害

し、又は交通の安全を妨げるもので

ないこと。ただし、登録商標につい

ては、この限りでない。 

蛍光塗料、発光塗料又は反射の著し

い材料等を使用したことにより、良

好な景観若しくは風致を害し、又は

交通の安全を妨げるものでないこ

と。 

信号機、道路標識に類似し、又はこ

れらの効用を妨げる等道路交通の安

全の確保に支障があるものでないこ

と。 

歩行者の通行に支障となるものでな

いこと。 

広告物の照明は、点滅しないこと。 

管理上の必要

に基づき表示

する広告物又

は広告物を掲

出する物件 

 

 

  

土地を

管理す

るため

のもの 

設置

個数 

３，０００平方メートルにつき１個 

表示

面積 

３平方メートル以内 

物件を

管理す

るため

のもの 

設置

個数 

通常必要とする最小限の数  

表示

面積  

１平方メートル以内 

  

寄贈者名等の表示 

  

  

設置

個数 

施設又は物件当たり１個 

表示 当該施設又は物件の表示面の投影面



 

 

面積 積の１０分の１以下かつ０．５平方

メートル以下 

自己

の住

居、

事業

所又

は作

業所

に表

示す

る広

告物

又は

これ

を掲

出す

る物

件 

建築物

等に表 

示し、

又は掲

出する

もの 

壁面に

表 示 

し、又

は掲出

するも

の 

総表

示面

積 

１壁面につき壁面面積の５分の１以

下 

設置

形態

等の

制限 

窓面に表示し、

又は掲出する物

件を設置しては

ならない。ただ

し、周辺の景観

に調和したデザ

インを行うもの

については、こ

の限りでない。 

窓面に表示し、又

は掲出する物件を

設置してはならな

い。ただし、周辺

の景観に調和した

デザインを行い、

かつ、賑わいを演

出するものについ

ては、この限りで

ない。 

突出

幅 

壁面の端から突き出してはならな

い。 

壁面か

ら突き

出すも

の 

 

 

 

  

上端

の高

さ 

歩行面から３．５メートル以下 

下端

の高

さ 

歩行面から２．５メートル以上 

突出

幅 

事業所の敷地内で壁面から０．７５ 

メートル以下 

設置

場所 

１階又は高架の公共用歩廊等の歩行

者の通行がある階に限る。 

表示

個数 

１事業所当たり１個  



 

 

屋上に

表 示 

し、又

は設置

するも

の 

１表

示面

積 

ビジネスエリア

では、表示し、

又は掲出する物

件を設置するこ

とはできない。 

広告物等の向いて

いる方向からの壁

面の最大投影面積

の５分の１以下 

突出

幅 

壁面から突き出し

てはならない。 

広告

物等

の高

さ 

軒の高さの３分の

２以下 

表示

個数 

１事業所当たり１

個 

建築物

等から

独立し

たもの 

小規模

広告物

（１表

示面積

が２平

方メー

トル以

下のも

の） 

１表

示面

積 

２平方メートル以下 

総表

示面

積 

８平方メートル以下 

上端

の高

さ 

７メートル以下 

突出

幅 

事業所の敷地から突き出してはなら

ない。 

設置

個数 

１敷地につき２個 

独立広

告 物

（１表

示面積

が２平

１表

示面

積 

１０平方メートル以下 

総表

示面

４０平方メートル以下 

 



 

 

方メー

トルを

超える

もの）  

積   

上端

の高

さ 

５メートル以下 

  

突出

幅及

び敷

地境

界線

から

の後

退距

離 

敷地境界線から

１メートル以上

後退すること。

ただし、駐車場

及び駐輪場等を

案内し、又は誘

導するものを事

業所の敷地から

突き出さずに設

置する場合につ

いては、この限

りでない。 

事業所の敷地から

突き出してはなら

ない。 

設置

個数 

１敷地につき２個 

自動車、鉄道等車両

（モノレール車両を除

く。）の広告物 

面積 １車両当たりの総表示面積が１５平

方メートル以下かつ１面当たりの表

示面積が１０平方メートル以下 

設置

形態 

窓面、タイヤ等車体以外の箇所に表

示し、又は掲出する物件を設置して

はならない。 

車両の上部及び底部に表示し、又は

掲出する物件を設置してはならな

い。 

モノレール車両の広告

物 

面積 

 

  

１車両当たりの総表示面積が１５平

方メートル以下かつ１面当たりの表

示面積が１０平方メートル以下 



 

 

設置

形態 

車両の底部に表示し、又は掲出する

物件を設置してはならない。 

乗務員室の窓面に表示し、又は掲出 

 

 

 

 

 する物件を設置してはならない。 

乗務員室の窓面以外の窓面に表示す

る場合は、透過する材質を用いるこ 

と。 

備考 

１ 壁面面積には、開口部を含むものとする。 

２ 広告物又は広告物を掲出する物件が、円筒形、球形又はその 

表示面の数が５以上の場合及び広告物又は広告物を掲出する物件

が回転する場合は、その最大投影面積を１表示面積とみなす。 

３ 「建築物等に表示し、又は掲出するもの」における「突出幅」

とは、壁面から広告物又は広告物を掲出する物件の端までの距離

をいう。 

４ 「敷地」とは、隣接する土地との境界が、塀、垣、柵、くい 

等で示された建築物の敷地をいう。 

５ 屋根等に表示し、又は掲出するものは、屋上等に表示し、又 

は掲出するものとみなす。 

６ 煙突等の工作物に表示し、又は掲出するものにあっては、そ 

の側面を利用するものは建築物等の壁面利用とみなし、側面より

上方利用するものは屋上を利用するものとみなす。 

様式第１７号中「３科目」を「３科目の」に、「施工のみの２科目」

を「表示の２科目のみの」に改める。 

附 則 

１ この規則は、令和３年９月１日から施行する。ただし、別表第１、

別表第２、別表第３及び様式第１７号の改正規定は、公布の日から施

行する。 

２ この規則の施行の際現にこの規則による改正前の様式により調製さ

れた用紙は、当分の間、必要な箇所を修正して使用することができる。 


